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平成30年７月豪雨での対応（LPガス容器の流出）
 ６月28日から７月８日にかけて西日本を中心に広い範囲で記録的な豪雨（「平成30年７月豪雨」）が発生。

浸水により、岡山県及び愛媛県内の河川沿いに位置する複数のLPガス充てん所や一般消費者（軒先）等から、
合わせて約4,000本(廃棄予定の空容器300本を含む)のLPガス容器が流出し、河川沿いに広く流出・散乱。一部
は瀬戸内海に達し、対岸の山口県や大分県で回収された。事業者は、大雨直後水かさが高いことから充てん所に近
寄れず、加えて充てん所の台帳（主に電子媒体）が水没したため、正確な流出本数が把握できない状態にあった。

 経済産業省は、７月10日昼に流出情報を覚知後、ホームページやツイッターで、流出したLPガス容器の発見時の対処法
(触れない、火気使用しない、LP協に連絡等)に関する注意喚起を実施。

 翌７月11日朝の関係省庁局長級会議において、警察庁及び消防庁、海上保安庁等に対し回収に向けた協力を要請。さ
らに、7月15日朝に海洋への流出情報を覚知後、全国LPガス協会を通じ、漁協組合等に注意喚起を実施。

 また、今回の豪雨を受け、東日本大震災後にLPガス団体協議会が策定した業界の自主基準（「G高-002 液化石油ガス
容器置き場における容器転落・転倒及び流出防止阻止指針」）について、見直し・改正を実施。
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関係者の対応 容器が流出した充てん所

⇒赤線部まで浸水し、容器が流出

【出典】
被害を受けた充て
ん所

全国LPガス協会、各県LPガス協会において
は、独自に回収体制（岡山県：３００人体制、
愛媛県：５０人体制）を構築し、迅速な回収
を実施。加えて、海上保安庁や警察、消防の
協力を得て回収を進め、10月末時点で約
3,900本の容器を回収。



経済産業省ホームページ上での注意喚起文

2

 7月10日、流出したLPガス容器の発見時の対処法(触れない、火気を使用しない、各都
道府県のLPガス協会に連絡等)に関する注意喚起文をホームページ上に掲載。
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